○○間税会印紙税部会規約
第1章　　総　　則

（名　称）

第1条　　本部会は、　　間税会印紙税部会と称する。

（事務局）

第2条　　本部会の事務局は、　　間税会事務局所在地に置く。

（構　成）

　第3条　　本部会は、　　間税会（以下間税会と云う）の会員であって、　　税務署管内の金融機関及びこれに類する業種並びに印紙税納付計器を利用する者で、本部会の趣旨に賛同する者をもって構成する。

（目　的）

　第４条　　本部会は、印紙税に関する知識の向上及び印紙税に関する調査研究、建設的で公正な税に対する意見・要望の提起を行うとともに、部会員相互間の親睦を図ることを目的とする。

（事　業）

第５条　　本部会は、前条の目的達成のため、次の各事業を行う。

(1) 印紙税に関する研修会、説明会の開催

(2) 印紙税に関する意見又は要望のとりまとめ

(3) 間税会及びその上部団体の行なう各種事業への積極的な参加

(4) その他本部会の目的達成のために必要な事業

第２章　　役　　員

　(役　員)

　第６条　　本部会に次の役員を置く

　　　　　　　　　部 会 長　　１名

副部会長　　若干名

幹　　事　　若干名（内会計１名含む。）

監　　査　　１名

(役員の選任)

第７条　　幹事及び監査は、全体会議において、部会員の互選により選出する。

　　　２　部会長及び副部会長は、幹事の互選により選出された者について間税会会長が委嘱する。

　　　３　会計は幹事の中から部会長が指名し、選任する。

(役員の職務)

第8条 部会長は、本部会を代表し、部会を統括する。

　　　　２　副部会長は、部会長を補佐し、部会長事故あるときは、部会長の指名若しくは間税会会長の指名を受けた副部会長が、部会長の職務を代行する。

　　　　３　幹事は、本部会の運営を協議執行する。

　　　　４　監査は、経理に関する事項を監査する。

(顧問・相談役)

第9条 本部会に、顧問及び相談役を置くことができる。

　　　　２　顧問及び相談役は、部会長が間税会会長と協議の上、委嘱する。

(役員の任期)

第10条　　役員の任期は、間税会に準ずることとし、再任を妨げない。

　　　　２　役員に欠員が生じた場合は、部会長は部会員の中から適任と認められる者を、役員会に推薦し、承認を得て選任する。

　　　　３　役員は、その任期満了の場合においても、後任者が就任するまでは、その職務を行なうものとする。

第3章　　会　　議

(会議の種類・招集)

第11条　　会議は、全体会議及び役員会とする。

　　　　２　全体会議は、部会員をもって構成し、役員会は役員をもって構成する。

　　　　３　会議は、部会長が必要に応じて間税会会長の承認を得て、招集する。

(決　議)

第12条　　会議は、部会長が議長となり決議は総て出席部会員（委嘱状を含む）の過半数による。

　　　　２　可否同数の場合は、議長の決するところによる。

　　　　３　部会長は、会議の決議事項について、間税会会長に報告するものとする。

第4章　　会　　計

(経　費)

第13条　　本部会の経費は、間税会からの助成金、その他の収入をもってこれに充てる。

　　　　２　事業開催に際し、参加者に負担を求める必要がある場合には、特別会費を徴収することができる。

(事業年度)

第14条　　本部会の事業年度は、間税会の事業年度に準ずる。

第5章　　そ の 他

(その他)

第15条　　この規約に定めるものの外、本部会の運営に必要な事項については、役員会で協議の上、決定する。

附　則

この規約は令和　年　月　日から実施する。

